
特集
　世界遺産を目指して

●マイナンバー制度についてお知らせ
●休日窓口を開設します
●管理事務所を移転しました
●人間ドック・脳ドック検診
●意見公募手続制度
●インフルエンザが流行しています
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世界遺産を目指して 特
集

　

彦
根
城
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に

登
載
さ
れ
て
か
ら
、
24
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
城
は
本
当
に
世
界
遺
産
登
録
さ

れ
る
の
か
、
登
録
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
何
か
と
い
っ
た
疑
問
に
お
答
え

し
、
最
新
の
取
り
組
み
結
果
と
彦
根
城

と
そ
の
関
連
資
産
が
持
つ
魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
世
界
遺
産

登
録
推
進
課
☎
26-

５
８
３
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

３
５
５
４
番

世
界
遺
産

　
　

登
録
へ
の
道
の
り

〜
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
示
す
〜

▲咲き誇る桜と彦根城天守

　

世
界
遺
産
は
、
世
界
遺
産
条
約
（
※
１
）

に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ
た
、
人
類
全
体
の

財
産
と
し
て
国
際
的
に
保
護
し
て
い
く
遺

跡
や
建
造
物
、
自
然
な
ど
で
す
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、

定
め
ら
れ
た
評
価
基
準
に
従
い
「
顕
著
な

普
遍
的
価
値
」、
つ
ま
り
、
世
界
に
お
い

て
例
が
な
く
、
ひ
と
き
わ
優
れ
た
価
値
が

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
遺
産
を
ど
の
よ
う
に
保
存

管
理
し
て
い
く
か
も
示
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

日
本
の
城
で
は
、
平
成
５
年
に
姫
路
城

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
彦
根
城
が
世
界

遺
産
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
姫
路
城

と
は
異
な
る
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
姫
路
城
や
国
内
の
他
の
城
だ

け
で
な
く
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
１
、

０
３
１
（
平
成
27
年
末
現
在
）
の
世
界
遺
産

と
比
べ
て
も
、
彦
根
城
に
し
か
な
い
「
顕

著
な
普
遍
的
価
値
」
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

彦
根
城
は
、
国
が
定
め
る
暫
定
リ
ス
ト

に
既
に
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、
国
か

ら
推
薦
を
受
け
る
た
め
に
は
、
推
薦
書
の

原
案
を
県
と
協
力
し
て
作
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
日
本
の
「
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

一
覧
表
」
に
登
載

　
　

◀︎

②
推
薦
書
の
作
成

　
　

◀︎

③
国
が
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
書
を
提
出

　
　

◀︎

④
イ
コ
モ
ス（
※
２
）に
よ
る
調
査

　
　

◀︎

⑤
世
界
遺
産
委
員
会（
※
３
）
で
審

査
・
決
定

　
　

◀︎

⑥
登
録

世
界
文
化
遺
産

　

登
録
ま
で
の
流
れ

※
１　

世
界
遺
産
条
約　

世
界
中
に
あ
る
文
化

遺
産
、
自
然
遺
産
を
守
り
、
未
来
へ
残
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
す
る
国
際

条
約
。

※
２　

イ
コ
モ
ス　

正
式
に
は
「
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
」。
文
化
遺
産
保
護
の
原
理
、
方

法
論
、
科
学
技
術
の
応
用
の
研
究
を
続
け

て
い
る
。
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関

と
し
て
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
調
査
・

勧
告
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
行
う
。

※
３　

世
界
遺
産
委
員
会　

世
界
遺
産
条
約
を

基
盤
と
し
て
組
織
さ
れ
、
条
約
を
結
ん
で

い
る
国
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
21
か
国
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
加
盟
国
か
ら
推
薦
さ
れ

た
案
件
を
審
査
し
、
登
録
な
ど
を
決
定
す

る
。
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彦根城

世界の登録類似資産

アジア・太平洋地域の登録類似資産

国内の類似資産（日本の城）

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
姫
路
城
の
世
界

遺
産
登
録
に
つ
い
て
分
析
し
、
姫
路
城
と

の
差
別
化
の
た
め
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
姫
路
城
で
認
め
ら
れ
た
価

値
と
は
異
な
る
、
彦
根
城
が
世
界
遺
産
登

国
内
の
城
と
の
比
較

登
録
に
向
け
て

　
　
　

必
要
な
作
業

　

世
界
で
彦
根
城
に
し
か
な
い
価
値
を
証

明
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
比
較
研

究
や
分
析
を
行
い
、
科
学
的
に
示
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で

す
。

　

市
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、

国
内
外
の
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

う
な
ど
、
彦
根
城
の
「
顕
著
な
普
遍
的
価

値
」
を
導
き
出
す
た
め
の
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

姫路城との差別化から見える彦根城の特徴

木造建造物群の傑作

軍事施設としての価値

姫
路
城

▲比較研究の進め方

自然との共生

彦根城にしか
ない価値

城主の生活空間

文化・芸術の拠点
彦
根
城

　

保
存
管
理
（
活
用
）
計
画
と
は
、

特
別
史
跡
を
適
切
に
保
存
・
管

理
し
、
活
用
や
整
備
を
し
て
い

く
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
た

計
画
で
す
。

　

彦
根
城
は
、
昭
和
59
年
に
保

存
管
理
計
画
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
彦
根

城
を
中
心
と
す
る
地
域
の
社
会

環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
た
め
、

今
年
度
計
画
の
改
定
を
行
い
ま

す
。

　

彦
根
城
跡
を
大
切
に
守
っ
て

い
く
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
改
定
で
、
ま
だ
指
定
さ

れ
て
い
な
い
部
分
を
含
め
、
彦

根
城
の
関
連
施
設
を
文
化
財
と

し
て
守
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
み
ま
す
。

改
定
し
ま
す

「
特
別
史
跡
彦
根
城
跡

　
保
存
管
理
（
活
用
）
計
画
」

録
に
向
け
て
評
価
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る

方
向
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
、
文
化
庁
か
ら
も
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
国
内
外
の
他
の
城
と
の
比
較

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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湖
国
の
自
然
・
文
化
と
共
生
す
る
城

　
彦
根
城
に
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
評
価
基
準
に
対
応
す
る
、

湖
国
の
自
然
と
共
生
す
る
文
化
を
示
す
資
産
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
彦
根
城
は
、
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
に
築
か
れ
た
城
で
す
。
城
主
の
井
伊

家
は
、
３
世
紀
に
わ
た
り
、
彦
根
で
湖
国
の
自
然
を
上
手
に
生
か
し
た

文
化
を
創
造
し
ま
し
た
。

　
城
を
囲
む
三
重
の
堀
は
、
い
ず
れ
も
琵
琶
湖
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

琵
琶
湖
の
水
は
軍
事
や
経
済
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
な
活
動
に
も
活
用

さ
れ
ま
し
た
。
庭
園
で
は
、
琵
琶
湖
の
水
や
湧
き
水
を
使
っ
て
、
湖
国

な
ら
で
は
の
風
景
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
茶
会
や
歌
会

が
催
さ
れ
、
彦
根
に
文
化
・
芸
術
を
普
及
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　城主が生活し、彦根藩の政治をするところです。
　跡地には彦根城博物館が建てられ、城主が暮らした
部分が木造で復元されています。能舞台は江戸時代の
建物で、現在も能や狂言の上演に使われています。

　19世紀につくられた井伊家の下屋敷（別邸）です。
　庭園の池が琵琶湖とつながり、湖水を取り入れてい
たことが特徴です。琵琶湖の水位の変動に応じて、池
の水位が変わる趣向になっていました。

　17世紀後半、彦根城の北部に作られた御
殿と庭園です。
　庭園の池の水は、近くの湖水を引き込まず、
城下町の湧き水を水道で運び、滝にして流し
込んでいました。

文化・芸術

生活空間

自然

表御殿の能舞台

玄宮楽々園（国指定名勝）

旧彦根藩松原下屋敷
（お浜御殿）庭園（国指定名勝）
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特
集 世界遺産を目指して

　琵琶湖の水資源を活用した城とまちの伝統は、彦根市の芸術
を生んできました。それは近世日本の文化伝統の象徴です。
　世界遺産として登録されるためには、私たち地元の市民が誇
りに思う彦根の自然と文化を、全国に、世界に発信していくこ
とが何より大切です。そうしたプロセスは、私たちの心をさら
に豊かにし、まちづくりの助けになるのではないでしょうか。
　市の歴史を深め、その価値を大事に発展させ、誰からも親し
まれるまちにしていきましょう。

教育にも取り入れています　城西小学校の学習活動

このほか、３年生はキャッスルロードの探険活動、６年生は井伊直弼公をテーマとした学習をしています。

　城西小学校では、総合的な学習の時間の素材に、校区内にある彦根城などの文化財を取り入れています。

　世界遺産に登録されるためには、行政だけではなく、市民の皆さんと
一緒になって盛り上げていくことが不可欠です。
　ＮＰＯ法人や自治会による美しいまちづくりや文化活動が、登録の推
進につながります。

めざせ！
世界遺産

4年生　彦根城ちびっこガイド
　彦根城の自然や歴史的な
価値について学習したこと
を工夫してまとめ、彦根城
を訪れる観光客に伝えるこ
とが目的。
　ボランティアガイドにガ
イド方法を教えてもらった
り、自分たちでも個別に調
べたりして、ガイドを行っ
ています。

◀︎ガイド方法を教わる

◀︎
ち
び
っ
こ
ガ
イ
ド

５年生　城山の植生を探ろう

◀︎彦根城でのフィールド
ワーク

◀︎
学
習
成
果
の
発
表

　城山の植生の豊かさに気
づき、その特徴を調べて魅
力を伝えることが目的。
　城山の桜やいろは松など
の生態について調べ、グルー
プでまとめたり、発表した
りしました。魅力発信のた
めに考えたアイデアは、今
後実践していきます。

誰もが愛するまちへ

湖
国
の
自
然
・
文
化
と
共
生
す
る
城

　
彦
根
城
に
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
評
価
基
準
に
対
応
す
る
、

湖
国
の
自
然
と
共
生
す
る
文
化
を
示
す
資
産
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
彦
根
城
は
、
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
に
築
か
れ
た
城
で
す
。
城
主
の
井
伊

家
は
、
３
世
紀
に
わ
た
り
、
彦
根
で
湖
国
の
自
然
を
上
手
に
生
か
し
た

文
化
を
創
造
し
ま
し
た
。

　
城
を
囲
む
三
重
の
堀
は
、
い
ず
れ
も
琵
琶
湖
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

琵
琶
湖
の
水
は
軍
事
や
経
済
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
な
活
動
に
も
活
用

さ
れ
ま
し
た
。
庭
園
で
は
、
琵
琶
湖
の
水
や
湧
き
水
を
使
っ
て
、
湖
国

な
ら
で
は
の
風
景
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
茶
会
や
歌
会

が
催
さ
れ
、
彦
根
に
文
化
・
芸
術
を
普
及
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　城主が生活し、彦根藩の政治をするところです。
　跡地には彦根城博物館が建てられ、城主が暮らした
部分が木造で復元されています。能舞台は江戸時代の
建物で、現在も能や狂言の上演に使われています。

　19世紀につくられた井伊家の下屋敷（別邸）です。
　庭園の池が琵琶湖とつながり、湖水を取り入れてい
たことが特徴です。琵琶湖の水位の変動に応じて、池
の水位が変わる趣向になっていました。

　17世紀後半、彦根城の北部に作られた御
殿と庭園です。
　庭園の池の水は、近くの湖水を引き込まず、
城下町の湧き水を水道で運び、滝にして流し
込んでいました。

文化・芸術

生活空間

自然

表御殿の能舞台

玄宮楽々園（国指定名勝）

旧彦根藩松原下屋敷
（お浜御殿）庭園（国指定名勝）
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口市
情
報
政
策
課

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
呼
び
名
を

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
に

変
更
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
一
環
で
、

希
望
す
る
人
に
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。こ
の
呼

び
名
を
親
し
み
や
す
く
す
る
た
め
、

広
報
ひ
こ
ね
で
の
表
記
を
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
に
変
更
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課

☎
30-

６
１
０
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

口市
市
民
課

通
知
カ
ー
ド
の
保
管
期
限　

 　

　

配
達
が
で
き
ず
、
市
役
所
に

戻
っ
て
き
た
通
知
カ
ー
ド
の
保
管

期
限
は
３
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。

　

そ
れ
以
降
に
通
知
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
場
合
は
、
再
交
付
と
な
り
、

１
通
５
０
０
円
の
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
が
市
役
所
に
戻
っ

て
き
た
世
帯
に
は
、

市
民
課
か

ら
通
知
文
を
送
っ
て
い
ま
す
。
受

け
取
り
が
ま
だ
の
人
は
、
早
め
に

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
特

別
な
事
情
で
、
期
間
内
に
受
け
取

り
が
で
き
な
い
人
は
、
事
前
に

市
民
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
他
市
で
通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
れ
な
い
ま
ま
彦
根
市
に
転

入
し
た
人
も
、
通
知
カ
ー
ド
は
再

交
付
と
な
り
、
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

準
備
が
で
き
た
人
に
は
、
案
内
文

書
（
は
が
き
）
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

案
内
文
書
が
届
い
た
ら
、

市

民
課
ま
で
案
内
文
書
、
本
人
確
認

書
類
、
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
場
合
）

を
持
っ
て
受
け
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

手
続
き
に
は
、
暗
証
番
号
の
設
定

な
ど
を
行
う
た
め
、
１
人
当
た
り

20
分
〜
30
分
か
か
り
ま
す
。
待
ち

時
間
を
短
く
す
る
た
め
、
受
付
の

前
に
持
ち
物
の
確
認
と
、
受
取
票

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
交
付
す
る
シ
ス
テ
ム
の
使
え
る

時
間
が
全
国
で
決
ま
っ
て
い
る
た

め
、
受
付
は
午
後
５
時
（
木
曜
日
は

同
６
時
30
分
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
交
付
待
ち
の
人
が
多

特
別
史
跡
彦
根
城
跡
内
で
の

釣
り
は
禁
止
で
す

口市
文
化
財
課

　

彦
根
市
で
は
、
特
別
史
跡
彦
根

城
跡
（
左
図
）
で
の
釣
り
行
為
を
条

例
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

釣
り
禁
止
区
域
内
は
、
１
日
を

通
し
て
釣
り
禁
止
指
導
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。
発
見
し

た
場
合
は
、
条
例
に
よ
り
１
万
円

以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

堀
で
魚
釣
り
を
す
る
と
、
針
や

釣
り
糸
な
ど
が
放
置
さ
れ
る
こ
と

で
、
人
や
動
物
だ
け
で
な
く
、
景

観
も
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
宝
「
彦
根
城
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
財
課
☎

26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

彦
根
年
金
事
務
所

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
な

ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
）。ま

た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
人
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
３
番

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
場
合
は
、
受
付
時
間
中
で
も
受

付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

点
字
で
も
お
知
ら
せ
で
き
ま
す

　

本
人
の
個
人
番
号
と
名
前
を
点

字
で
表
記
し
た
用
紙
を
お
渡
し
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

と
て
も
便
利

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
が

取
得
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
左
記
の

証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク
ス
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
マ
ー
ト

▼
利
用
で
き
る
時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

▼
取
得
で
き
る
証
明
書

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
書
、
課
税
・
所
得
証
明
書
、

戸
籍
証
明
書
（
※
）、
戸
籍
附
票

（
※
）　　

※
彦
根
市
に
本
籍
が

あ
る
人
に
限
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

N

彦根城

市民会館

彦根郵便局

内堀

中堀

釣り禁止
区域

国道 8号→

彦根駅→

←湖岸道路
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口市
市
民
課

市
民
課
で
は
、
転
入
・
転
出
・
転
居
に
よ

る
住
民
異
動
が
多
い
３
・
４
月
に
、
休
日
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日　

３
月
26
日
㈯
、
同
27
日
㈰
、
４
月
３

日
㈰

開
設
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

内
容　

▼
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
発
行

▼
転
入
届
や
転
出
届
、
転
居
届
な
ど
の
住
民
異

動
届
の
受
付

▼
印
鑑
登
録
の
受
付
と
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

※
戸
籍
届
や
火
葬
許
可
申
請
書
は
、
宿
直
室
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
海
外
か
ら
の
転
入
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
な

ど
は
、
他
市
町
村
な
ど
と
連
携
が
必
要
な
た

め
、
取
り
扱
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
届
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

３
・
４
月
は

窓
口
が
混
雑
し
ま
す

３
・
４
月
の
月
曜
日
と
金
曜
日
は
、
特
に
混

雑
が
予
想
さ
れ
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
他
の
曜
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
は
、午
後

７
時
ま
で
業
務
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。（
市

民
課
、
保
険
年
金
課
、
保
険
料
課
、
税
務
課
、
納
税
課
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎
30-

６
１
１
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

休日窓口を開設します
3月26日㈯、同27日㈰、４月3日㈰　各日とも8：30〜 12：00

注意点　◆国外からの転入は、転出証明書の代わりにパスポート、戸籍の附票（本籍が彦根市でない人のみ）が必要
　　　　◆親族でない人が、転入または転居により同一世帯になるときは、世帯主の同意が必要
＊窓口に来る人の本人確認書類
①運転免許証、マイナンバーカード、パスポート、身体障害者手帳、在留カードなど、官公署が発行した書類（写
真付き）のいずれか１点

②ア【健康保険証、介護保険証、年金手帳（証書）、印鑑登録証など】のいずれか２点
　イ【学生証、法人が発行した身分証明書（写真付き）など】のいずれか１点と上記アのいずれか１点　
いずれも持っていない場合は、確認のため、本人へ届出があったことを通知します。

持ち物届出期間どんなときに必要か種類

新住所に
住み始めた日
から14日以内

▶転出証明書（旧住所の市区町村で発行）
▶窓口に来る人の本人確認書類（＊）
▶（窓口に来る人と同一世帯でない人が転入する場合）委任状
▶通知カードかマイナンバーカード
※マイナンバーカードや住民基本台帳カードを持っている人
は、特例による転入届ができますが、前住所での転出届
が必要です。

他の市区町村や
国外から彦根市に
引っ越したとき

転入届

新住所に
住み始めた日
から14日以内

▶窓口に来る人の本人確認書類（＊）
▶（窓口に来る人と同一世帯でない人が転居する場合）委任状
▶国民健康保険被保険者証（加入している人のみ）
▶介護保険被保険者証（加入している人のみ）
▶通知カードかマイナンバーカード
▶写真付き住民基本台帳カード

彦根市内で
引っ越したとき

転居届

転出（予定）日の
およそ14日前
から転出後14日
以内

▶窓口に来る人の本人確認書類（＊）
▶（窓口に来る人と同一世帯でない人が転出する場合）委任状
▶印鑑登録証（登録している人のみ）
▶国民健康保険被保険者証（加入している人のみ）
▶介護保険被保険者証（加入している人のみ）
▶後期高齢者医療被保険者証（該当する人のみ）

彦根市から他の
市区町村や国外に
引っ越すとき

転出届
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交通遺児に奨学金などを給付します
公益財団法人おりづる会

交通事故によって父
親や母親、また両親を
亡くした県内在住の子
ども（高校卒業まで）に、
返還義務のない奨学金
や入学給付金などを給
付したり、夏休みにレ
クリエーションを行ったりしています。

奨学金や入学給付金などの支給を受けるための申
請方法や支給期間、おりづる会への登録などの詳細
はお問い合わせください。
問い合わせ先　公益財団法人おりづる会事務局（

交 通 戦 略 課 内 ） ☎ 077-528-3682、FAX077-
528-4837、 Ｅ メ ー ル oridurukai@chorus.ocn.
ne.jp

４
月
１
日
か
ら

埋
め
立
て
ご
み
の
処
理
方
法

が
変
わ
り
ま
す

口市
生
活
環
境
課

　

彦
根
市
と
犬
上
郡
の
家
庭
か
ら

出
る
埋
立
ご
み
は
、
中
山
投
棄
場

で
埋
立
処
分
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
１
日
か
ら
民
間
処
分
場
で
の

委
託
処
理
に
代
わ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
中
山
投
棄
場
は
埋
立
ご
み

の
積
み
替
え
基
地
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ご
み
の
発
生
そ

の
も
の
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ご
み
の
分
別
な
ど
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
分
別
は
、「
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
豆
知
識
」
や
広
報

ひ
こ
ね
３
月
１
日
号
と
一
緒
に
配

布
し
て
い
る
「
ご
み
等
の
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

平
成
28
年
度

ご
み
等
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
「
平
成
28
年
度
ご
み
等
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
広
報
ひ
こ
ね

３
月
１
日
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま

す
。
大
切
に
保
管
し
て
活
用
く
だ

管
理
事
務
所
を
移
転

し
ま
し
た

口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
搬
入
路
を

広
げ
る
た
め
、
管
理
事
務
所
を
敷

地
内
で
左
図
の
と
お
り
移
転
し
ま

し
た
。

　

移
転
場
所
は
、
計
量
所
近
く
の

建
物
１
階
で
す
。
管
理
事
務
所
に

は
、
搬
入
路
を
歩
い
て
来
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
場

内
を
走
行
す
る
車
両
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

さ
い
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
、

生
活
環

境
課
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
各

出
張
所
で
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
３
月
下
旬
か
ら
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

ご
み
集
積
場
所
な
ど
を
変
更
す
る

場
合
は
、
届
出
を

集
積
箱
や
集
積
場
所
を
変
更
す

る
と
き
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

届
出
が
必
要
で
す
。
収
集
業
務
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
、
同
セ
ン

タ
ー
と
事
前
に
協
議
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

N

ごみ焼却棟

粗大ごみ処理棟

ひこね市
文化プラザ
駐車場

旧管理事務所
搬入路

衛生処理場

新管理事務所計量所

Ｐ

Ｐ

交
通
災
害
共
済
へ
の

加
入
申
込
開
始

口市
生
活
環
境
課

３
月
１
日
㈫
か
ら
、
平
成
28
年

度
の
滋
賀
県
市
町
村
交
通
災
害
共

済
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

有
効
期
間
中
に
加
入
者
が
交
通

事
故
で
け
が
を
し
て
、
病
院
で
治

療
を
受
け
た
場
合
、
治
療
の
日
数

（
病
院
に
通
っ
た
日
数
）
に
応
じ
て
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

掛
金　

１
人
５
０
０
円

有
効
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
29

年
３
月
31
日
（
４
月
１
日
以
降
に

加
入
し
た
場
合
は
、
入
金
日
の
翌
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日
）

申
込
窓
口

▼

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

支
所
、
各
出
張
所

▼
各
金
融
機
関
（
滋
賀
銀
行
、
関
西

ア
ー
バ
ン
銀
行
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、滋

賀
中
央
信
用
金
庫
、東
び
わ
こ
農
協
）

申
込
方
法　

広
報
ひ
こ
ね
３
月
１

日
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る

加
入
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を

書
い
て
、
掛
金
を
添
え
て
申
込

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
金
額
や
対
象
に
な
る

事
故
は
、
加
入
申
込
書
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番
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問
い
合
わ
せ
先　

大
藪
浄
水
場

☎
22-

３
３
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
０
９
７
番

石
綿
に
よ
る

疾
病
の
労
災
認
定

彦
根
労
働
基
準
監
督
署

　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
中
皮
腫
、
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労

災
保
険
給
付
ま
た
は
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
給
付
の
請
求
権
が
時
効
に
な
っ

た
ら　

病
気
の
原
因
が
石
綿
で
、

死
亡
し
た
こ
と
を
遺
族
が
気
づ

か
な
か
っ
た
こ
と
で
、
労
災
保

険
給
付
の
請
求
権
を
失
っ
た
場

合
（
死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
５
年

で
時
効
成
立
）
は
、
特
別
遺
族
給

付
金
を
請
求
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基

準
監
督
署
☎
22-

０
６
５
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番

一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す

彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
保
留
地

口市
市
街
地
整
備
課

一
般
競
争
入
札
で
保
留
地
を
売

却
し
ま
す
。

所
定
の
申
込
書
・
誓
約
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、

市
街
地
整

備
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
簡

易
書
留
で
の
郵
送
も
可
能
で
す
）

売
払
物
件
・
入
札
日
時
・
場
所

　

左
図
、
表
の
と
お
り

実
施
案
内
書
・
申
込
書
な
ど
の

配
布
・
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈫
〜
同
17
日
㈭
午
後

５
時
15
分
（
必
着
）　

※
持
参
の

場
合
は
、
土
・
日
曜
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

配
布
場
所

市
街
地
整
備
課
（
市
役
所
２

階
）、
支
所
、
各
出
張
所　
※
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
街

地
整
備
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
２
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

スタンド

至 名神IC

ガソリン
スタンド
ガソリン

国道８号

②
結
婚
式
場

公
園

外町
至 大津 至 米原

至 

彦
根
城

至 

彦
根
駅

①

物件
番号

①

地積

663.46㎡

予 定 価 格
（最低売却価格）

74,971,000円

用途
地域

近隣商業
地域

入札日時

4月6日㈬
　　10：00

入札場所

42 会 議 室
（市役所 4 階）

※地図中の②は随時、販売をしています。詳しくはお問い合わせくだ
さい。

保
留
地

　

保
留
地
と
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出

し
た
土
地
で
、
そ
の
売
却
収
入
は

土
地
区
画
整
理
事
業
の
財
源
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
留
地
は
、
換
地
処
分

の
公
告
の
日
の
翌
日
ま
で
登
記

簿
が
作
成
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
市
が

保
留
地
権
利
登
録
台
帳
を
作
成

し
保
管
す
る
た
め
、
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

平
成
28
年
度

水
質
検
査
計
画
の
公
表

　　　　　 

口市
大
藪
浄
水
場　

よ
り
良
質
で
安
全
な
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
に
、
水
質
検
査
の

項
目
や
回
数
な
ど
を
定
め
た
「
水

質
検
査
計
画
」
に
基
づ
い
て
水
質

を
検
査
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

公
表
場
所　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
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確
認
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険

口市
保
険
年
金
課

▼
保
険
証
の
更
新

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
保
険
証
は
、
３
月
中
に
送
り

ま
す
。
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

の
で
受
け
取
り
に
は
印
鑑
が
必
要

で
す
。
４
月
に
な
っ
て
も
新
し
い

保
険
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
者
が
就
職
し
た
場
合

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
就
職
し
て
勤
務
先
で
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、

保
険
年
金
課
で
国
民
健
康
保
険
か

ら
の
脱
退
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
勤
め
て
い
る
会
社
な
ど
か
ら

市
に
連
絡
が
来
て
、
脱
退
の
手
続

き
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
就
職
後
の
健
康
保
険
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知

カ
ー
ド
な
ど
の
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の
（
被
扶
養
者
が
い

る
場
合
は
、
扶
養
家
族
の
保
険
証
と

被
扶
養
者
の
個
人
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
も
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

▼
４
月
か
ら
入
院
時
の
食
事
代
の

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
入
院
時
の
食

事
代
の
自
己
負
担
額
（
標
準
負
担

額
）
が
１
食
に
つ
き
３
６
０
円
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

口市
保
険
年
金
課

▼
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　

小
中
学
生
の
入
院
に
係
る
医
療

費
（
保
険
適
用
総
医
療
費
の
自
己
負
担

分
）
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
小
中
学
生

（
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
）

申
請
に
必
要
な
も
の　

領
収
書
、

印
鑑
、振
込
先
口
座
の
通
帳
、健

康
保
険
証
（
助
成
対
象
者
分
）、高

額
療
養
費
、
付
加
給
付
等
の
支

払
決
定
通
知
書
（
該
当
す
る
人
の

み
）

▼
福
祉
医
療
費
の
償
還
払
い
（
払

い
戻
し
）

　

福
祉
医
療
費
の
助
成
対
象
者
で
、

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
、指
定
難
病

患
者
、小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
な
ど
）

は
、
現
行
の
負
担
額
で
据
え
置
か

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

左
記
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
、
支

払
っ
た
医
療
費
を
払
い
戻
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
場
合

①
県
外
ま
た
は
受
給
券
を
提
示
せ

ず
に
受
診
し
、
保
険
診
療
分
を

自
己
負
担
し
た
場
合

②
白
色
、
ク
リ
ー
ム
色
の
福
祉
医

療
費
受
給
券
を
お
持
ち
の
人
で
、

１
か
月
の
医
療
費
が
一
定
の
限

度
額
を
超
え
る
場
合

申
請
に
必
要
な
も
の　

領
収
書
、

印
鑑
、振
込
先
口
座
の
通
帳
、福

祉
医
療
費
受
給
券
、
高
額
療
養

費
、
付
加
給
付
等
の
支
払
決
定

通
知
書
（
該
当
す
る
人
の
み
）

※
福
祉
医
療
費
助
成
の
種
類
に

よ
っ
て
手
続
き
や
内
容
が
異
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
支
払
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
５
年
で
す
。

こ
れ
を
過
ぎ
る
と
申
請
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-
６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

特定外来生物ナガエツルノゲイトウ　　　　　　を実施中駆除大作戦
ナガエツルノゲイトウとは

　ナガエツルノゲイト
ウは、南米原産の水草
で、生態系へ悪影響を
及ぼす可能性があるた
め、法律で「特定外来
生物」に指定されてい
ます。
　生命力が極めて強く、

ちぎれた一片の茎や葉などからも再生し、ひとたび放
置すると河川や水路が埋め尽くされ、水流を阻害する
ほどの大群落を形成します（写真上）。
　彦根市内の琵琶湖岸、河川、沼などで確認され、生
息域を拡大しています。

駆除に向けて
　大群落の駆除には重機の使用や多くの人手が必要で、

莫大な費用と膨大な労力を費やすことになります。そ
のため、規模が小さなうちに早期発見・早期駆除をす
ることが重要です。
　2 月 10 日に滋賀県立大学の教員や学生、市職員が
協働し、野田沼（須越町）に繁茂していたナガエツル
ノゲイトウの駆除を行いました。駆除を行った量は２
トンダンプ車 3 台
分になりました。
　今後も駆除活動を
継続するため、ボラ
ンティア登録を始め
ます。駆除の日程が
決まり次第お知らせ
しますので、登録を
お願いします。
問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-

0395

▲不飲川（のまずがわ）（普光寺
町）のナガエツルノゲイトウ

▲駆除の様子
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申
し
込
み
と
検
診
開
始
日
が
早
く
な
り
ま
し
た

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診

　

国
民
健
康
保
険
が
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

対
象　

彦
根
市
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
の
被
保
険
者
（
ド
ッ
ク
受

診
時
に
国
保
の
資
格
の
あ
る
人
）
で
、

保
険
料
を
納
期
限
内
に
納
付
し

て
い
る
人

※
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

の
人
は
、
助
成
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

※
他
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

助
成
対
象
と
な
る
医
療
機
関
と
検

診
お
よ
び
助
成
額　

左
表
の
と
お

り
。
助
成
額
は
検
診
費
用
の
３

分
の
２
（
上
限
２
万
円
）

申
込
場
所　

保
険
年
金
課
、
支

所
、
各
出
張
所　

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の　

国
保

被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
６
月
以
降
に
申
し
込
む
人
は
、

５
月
末
に
40
〜
74
歳
の
国
保
の

加
入
者
に
送
付
す
る
「
特
定
健

診
受
診
券
（
桃
色
）」
も
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
　

脳
ド
ッ
ク
以
外
の
助
成
を
受

け
る
人
は
、
特
定
健
診
を
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
７
月

１
日
㈮

受
診
方
法　

申
し
込
み
後
に
、
助

成
券
を
送
付
し
ま
す
。
助
成
券

と
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
、
４

月
か
ら
平
成
29
年
２
月
ま
で

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
希
望
す
る
医
療
機
関
に

個
人
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
検
診
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
市

か
ら
保
健
指
導
教
室
の
案
内
を

し
ま
す
。

※
希
望
日
に
医
療
機
関
の
定
員
が

満
員
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
検
査
や
項
目
の
内
容
は
医
療
機

関
に
よ
る
た
め
、
検
診
費
用
は

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

人間ドックの種類

彦根市立病院
　日帰り人間ドック

　宿泊人間ドック

　脳ドックAコース

　脳ドックBコース

　脳ドックCコース

彦根中央病院
　半日人間ドック

　1日人間ドック

　1泊2日人間ドック

友仁山崎病院
　日帰り人間ドック

　１泊２日人間ドック

　脳ドック

　日帰り人間ドック＋脳ドック

　１泊２日人間ドック＋脳ドック

　日帰り人間ドック

　ウエルネスドック（男性版）

　ウエルネスドック（女性版）

豊郷病院
　日帰り人間ドック

　脳ドック

　日帰り人間ドック＋脳ドック

　　　　　（画像部門のみ）

　ＪＡドック健診

　レディースドック健診

　メンズドック健診

大津赤十字病院
　日帰り人間ドック

　宿泊人間ドック　

長浜赤十字病院
　日帰り人間ドック

　宿泊人間ドック　

市立長浜病院
　日帰り人間ドック

　１泊人間ドック

　脳ドック

　1泊人間ドック＋脳ドック

検診費用額

40,9００円

６1,7００円

29,3００円

35,300円

42,100円

２9,０００円

50,000円

170,000円

３9,96０円

６6,744円

４9,０３2円

70,740円

９7,524円

41,040円

51,408円

51,408円

３5,000円

４６,０００円

５7,０００円

１8,6００円

24,8００円

２1,6００円

41,040円

６5,88０円

３8,720円

６5,88０円

40,06０円

６8,900円

82,180円

113,070円

胃部検査方法

X・内

X・内

ー

ー

ー

X・内

X・内

X・内

X・内

X・内

ー

X・内

X・内

X・内

X・内

X・内

X・内

ー

X・内

X

X

X

X・内

X・内

X

X

X

X

ー

X

助成額

２0,000円

２0,000円

19,500円

20,000円

20,000円

１9,3００円

20,000円

20,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

１２,4００円

１６,5００円

１４,4００円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

２0,000円

20,000円

20,000円

20,000円

20,000円

自己負担額

20,9００円

４1,7００円

9,8００円

15,300円

22,100円

９,7００円

30,000円

150,000円

１9,96０円

４6,744円

２9,０３2円

50,740円

７7,524円

21,04０円

31,408円

31,408円

15,000円

２６,０００円

３7,０００円

６,2００円

８,3００円

７,2００円

21,04０円

４5,88０円

１8,72０円

４5,88０円

20,06０円

48,900円

62,180円

93,070円

▶胃部検査方法により、別途料金がかかる場合があります。
▶乳がん・子宮がん検診は、別途料金がかかる場合があります。
▶人間ドックの種類と検診費用額は、変更される場合があります。

助成の対象となる医療機関と検診

（八坂町）　☎22-6058

（西今町）　☎27-6515

（竹ケ鼻町）　☎23-1929

（古沢町）　☎050-3541-2265

（豊郷町大字八目）　☎35-3001

☎28-7860

（大津市長等一丁目）　☎077-522-5165

（長浜市宮前町）　☎0749-68-3305

（長浜市大戌亥町）　☎0749-68-2335　
※内視鏡検査を希望する場合は、医療機関に相談してください。

KKCウエルネスひこね健診クリニック

滋賀県厚生農業協同組合連合会

胃部検査方法 X
内

Ｘ・内

胃部X線（バリウム）
内視鏡（胃カメラ）
希望に応じて選択できます
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彦
根
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
（
改
正
素
案
）

彦
根
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
（
素
案
）

観
光
振
興
計
画
（
案
）

内
容　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
法
律
で

定
め
ら
れ
た
社
会
保
障
・
税
・

防
災
関
係
の
事
務
で
利
用
で

き
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た
他
の
自

治
体
と
の
連
携
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

行
う
手
続
き
の
内
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
添
付

書
類
の
省
略
な
ど
の
簡
素
化
が

期
待
で
き
る
事
務
を
本
条
例
に

追
加
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

情
報
政
策

課
（
市
役
所
３
階
）、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支

内
容　

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
東
山

会
館
を
廃
止
し
、
新
た
に
彦
根

市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま

す
。

素
案
の
公
開
場
所　

東
山
会
館

（
里
根
町
）、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
21
世
紀
型
城
下
町
・
彦
根

の
ま
ち
づ
く
り
」、「
戦
略
的
情

報
発
信
に
よ
る
誘
客
促
進
と
外

国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
た
環
境
整
備
」
な
ど
４
つ
の

基
本
方
針
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
て
の
目
指
す
べ
き
方

向
性
（
基
本
施
策
）
を
示
し
た
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
案
の
公
開
場
所　

観
光
企

画
課
（
市
役
所
３
階
）、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

計
画
案
公
開
中
（
〜
３
月
24
日
㈭
）

意
見
の
提
出
期
限　

３
月
24
日
㈭

　
（
必
着
）

提
出
方
法　

観
光
企
画
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
公
開
中
（
〜
３
月
25
日
㈮
）

意
見
の
提
出
期
限　

３
月
25
日
㈮

　
（
必
着
）

提
出
方
法　

情
報
政
策
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

情
報

政
策
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
０
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
Ｅ

メ
ー
ルjohokanri@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張

所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間　

３
月
１
日
㈫

〜
同
31
日
㈭

意
見
の
提
出
期
間　

３
月
１
日
㈫

〜
同
31
日
㈭
（
提
出
は
最
終
日
必

着
）

提
出
方
法　

東
山
会
館
に
直
接

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

東
山

会
館
（
〒
５
２
２-

０
０
２
２　

里

根
町
１
６
３-

１
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

３
５
８
２
番
、
Ｅ
メ
ー
ル

higashiyam
a_ha@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

　

意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各

公
開
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
こ
れ
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
上
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

観
光

企
画
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
、

Ｅ
メ
ー
ルkanko@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

●
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ウ
ィ
ズ
法
律
講
座

知
っ
て
お
き
た
い
相
続
の

基
礎
知
識

〈
内
容
〉弁
護
士
が
成
年
後
見
人
制

度
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉３
月
５

日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付

は
午
前
９
時
30
分
〜
）　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
平
田
町
）
会
議
室　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

３
０
０
円
（
受
講
料
）　
〈
申
込
期

限
〉
３
月
４
日
㈮　
〈
託
児
〉
１

人
３
０
０
円　

※
０
歳
〜
就
学
前

（
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５

２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

育
児
の
こ
と
、
お
母
さ
ん
の
体

の
こ
と
教
え
て

〈
内
容
〉
育
児
で
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
（
母
乳
や
子
ど
も
の
成
長

な
ど
）
や
、
お
母
さ
ん
の
体
の
ケ

ア
な
ど
に
つ
い
て
助
産
師
さ
ん
か

ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。　
〈
日
時
〉

３
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
〜
同
11

時
30
分　
〈
場
所
〉
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対

象
〉
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
同
27

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者　
〈
定
員
〉
20
人
（
先

着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円　
〈
申

込
期
間
〉
３
月
２
日
㈬
〜
同
10
日

㈭　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　

〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、
お
茶
な

ど　
〈
託
児
〉
無
料
（
人
数
に
限
り
が

あ
る
の
で
、
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６

４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６

番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

春
爛
漫　

プ
ロ
が
教
え
る　

お
も
て
な
し
和
食

〈
内
容
〉
滋
賀
県
で
採
れ
た
食
材

で
、
お
花
見
や
パ
ー
テ
ィ
ー
で
使

え
る
カ
ロ
リ
ー
を
控
え
た
お
も
て

な
し
和
食
を
学
び
ま
す
。　
〈
日

時
〉
３
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時　
〈
場
所
〉
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田

町
）
調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
１
、

５
０
０
円
（
受
講
料
、
材
料
費
を
含

む
）　
〈
申
込
開
始
日
時
〉
３
月
２

日
㈬　

午
前
９
時　
〈
持
ち
物
〉エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚　

〈
託
児
〉
１
人
３
０
０
円　

※
０

歳
〜
就
学
前
（
要
予
約
）　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
も

の
や
、
手
作
り
品
を
提
供
す
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。　
〈
日

時
〉
３
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時　
〈
場
所
〉大
手
前
第
２

保
存
用
地
（
金
亀
町　

滋
賀
大
学
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
横
）　
〈
定
員
〉
36
ブ
ー

ス
（
先
着
順
）　
〈
出
店
料
〉
１
ブ
ー

ス
５
０
０
円　
〈
申
込
期
限
〉
３

月
10
日
㈭
（
必
着
）　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉

生
活
環
境
課
（
〒
５
２
２

-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６

１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９

５
番　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥
搬
入
に

使
用
す
る
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
⑦
出

店
希
望
日
を
、
返
信
の
表
面
に
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を
そ
れ

ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。　

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
い
た
け
の
種
菌
打
ち

体
験
学
習
会

〈
内
容
〉
親
子
で
し
い
た
け
の
種

菌
打
ち
、
も
ぎ
取
り
体
験
や
試
食

会
な
ど
自
然
と
触
れ
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

〈
日
時
〉
３
月
21
日

（
月
・
休
）　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

〈
場
所
〉
荒
神
山
公
園
（
日
夏
町
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
前　
〈
対

象
〉小
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）　
〈
定

員
〉
40
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無

料　
〈
申
込
開
始
日
時
〉３
月
１
日

㈫　

午
前
10
時　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
髙
木
・
技
研
特
別
共
同

体
（
荒
神
山
公
園
管
理
事
務
所
）
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

１
５
９
９
番

小
学
校
低
学
年
対
象
ジ
ュ
ニ
ア

天
文
ク
ラ
ブ

月
が
見
え
る
か
な
？

〈
内
容
〉
月
の
観
測
を
中
心
に
、初

歩
の
天
文
の
話
を
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
３
月
21
日
（
月
・
休
）　

午
後

４
時
〜
同
５
時　

※
雨
天
決
行　

〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

夏
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
校
１
〜
３

年
生
（
保
護
者
同
伴
）　
〈
定
員
〉
10

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
１
人
３
０

０
円　
〈
申
込
開
始
日
時
〉３
月
12

日
㈯　

午
前
8
時
30
分　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
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彦
根
市
浄
化
槽
業
者
協
議
会

　30
周
年
記
念
事
業

エ
コ
見
学
ツ
ア
ー

〈
内
容
〉水
の
大
切
さ
を
通
じ
た
環

境
保
全
と
防
災
時
の
備
え
に
つ
い

て
、
博
物
館
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉３
月
25
日
㈮　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分（
集
合
は
午

前
８
時
20
分
）　
〈
集
合
場
所
〉
彦
根

市
役
所
西
口
前　
〈
見
学
場
所
〉神

戸
市
水
の
科
学
博
物
館
、
人
と
未

来
防
災
セ
ン
タ
ー（
神
戸
市
）　
〈
対

象
〉
小
学
生
以
上
の
人　
〈
費
用
〉

１
、
０
８
０
円
（
昼
食
代
）　
〈
定

員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
開
始

日
時
〉
３
月
１
日
㈫　

午
前
８
時

30
分　
〈
そ
の
他
〉
移
動
に
は
貸

し
切
り
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
彦

根
市
と
災
害
支
援
協
定
を
締
結
し

た
彦
根
市
浄
化
槽
業
者
協
議
会
の

30
周
年
記
念
事
業
で
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
環
境
推
進

員
（
え
こ
リ
ー
ダ
ー
）
事
務
局
（

生

活
環
境
課
内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

※
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

彦
根
市
水
泳
連
盟

水
泳
教
室

〈
日
時
〉４
月
３
日
㈰
〜
平
成
29
年

３
月
25
日
㈯
（
毎
月
第
１
・
３
日
曜

日
、
第
２
・
４
土
曜
日　

全
48
回
）　

午

前
８
時
45
分
〜
同
10
時　
〈
場
所
〉

甲
良
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
甲
良
町
在
士
）　
〈
定
員
〉

10
人
程
度
（
先
着
順
）　
〈
対
象
〉
４

歳
〜
中
学
生　
〈
費
用
〉年
会
費
５

千
円
、月
謝
５
千
円　
〈
申
込
受
付

日
時
〉
３
月
20
日
㈰　

午
前
９
時

〜
同
10
時
30
分　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉彦
根
市
水
泳
連
盟
（
上
野

さ
ん
）☎
22-

７
８
６
２
番　

※
印

鑑
、
年
会
費
、
月
謝
（
４
月
分
）
を

持
っ
て
、
申
込
受
付
日
時
に
甲
良

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ　

は
じ
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
春
コ
ー
ス

〈
内
容
〉ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
文
章
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を

一
か
ら
学
び
ま
す
。 

〈
日
時
〉（
前

期
）
４
月
４
日
、
同
18
日
、
５
月

２
日
、
同
16
日
、
６
月
６
日
、
同

20
日
（
後
期
）
７
月
４
日
、
同
25

日
、
８
月
８
日
、
同
22
日
、
９
月

５
日
、同
26
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
で
、

【
午
前
の
部
】
午
前
10
時
〜
正
午
【
午

後
の
部
】
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30

分
） 　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）

講
習
室　
〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。

前
期
・
後
期
を
連
続
し
て
受
講
で

き
る
人　
〈
定
員
〉
午
前
・
午
後

各
10
人
（
先
着
順
）   

〈
費
用
〉 

各
期

５
千
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、５
０

０
円
が
必
要
で
す
。
テ
キ
ス
ト
は
各
期

共
通
で
す
）　
〈
申
込
開
始
日
時
〉３

月
２
日
㈬
午
前
９
時   

〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
立
大
学

前
期
公
開
講
義
受
講
生

〈
内
容
〉滋
賀
県
立
大
学
で
行
わ
れ

る
通
常
の
講
義
を
開
放
し
ま
す
。　

〈
期
間
〉
４
月
８
日
㈮
〜
７
月
30

日
㈯　
〈
場
所
〉
滋
賀
県
立
大
学

（
八
坂
町
）　
〈
対
象
〉
18
歳
以
上
の

人
（
一
部
、
受
講
資
格
が
あ
る
科
目
有
）
　

〈
定
員
〉各
科
目
５
人
程
度（
科
目
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）　
〈
費
用
〉
１

科
目
に
つ
き
６
千
円　
〈
申
込
期

限
〉
３
月
18
日
㈮　
〈
そ
の
他
〉
募

集
要
項
の
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
立

大
学
地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
☎

28-

８
２
１
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

８

４
７
３
番

『
街
道
を
ゆ
く
』
は

近
江
か
ら
始
ま
っ
た

司
馬
遼
太
郎
没
後　20
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈
内
容
〉
司
馬
遼
太
郎
の
「
街
道

を
ゆ
く
」
を
軸
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
す
。　
〈
日
時
〉
４
月
23

日
㈯　
〈
場
所
〉

文
化
産
業
交

流
会
館
（
米
原
市
下
多
良
二
丁
目
）　　

〈
定
員
〉
１
、５
０
０
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

文
化
産
業
交
流
会
館

司
馬
遼
太
郎
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

係
（
〒
５
２
１-

０
０
１
６
米
原
市
下

多
良
二
丁
目
１
３
７
）
☎
０
７
４
９

-
52-

５
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

４
９-
52-

５
１
１
９
番
、
Ｅ
メ
ー

滋賀県警察官採用試験

詳しくは滋賀県警察ホームページをご確認ください。
申込・問い合わせ先　滋賀県警察本部警務課採用係
　　　　　　　　　☎0120-204-314

3月14日㈪
～4月22日㈮

第1次試験
5月8日㈰

試験区分 応募資格 申込期間 試験日

男性A
56人程度

女性A
9人程度

昭和61年4月2日
以降に生まれた男女
で、4年制大学を卒
業または平成29年
3月31日までに卒
業見込みの人

ルkaidou20@
shiga-bunshin.

or.jp　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
面
に
代
表
者
の
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
④
参
加
希
望
人
数

（
６
人
ま
で
）、
返
信
の
表
面
に
①
郵

便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を
そ
れ
ぞ

れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
む
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
返

信
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▶︎
人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
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彦
根
城
博
物
館
の
講
座

古
文
書
の
み
か
た

〈
内
容
〉江
戸
時
代
の
彦
根
の
古
文

書
を
テ
キ
ス
ト
に
、
古
文
書
の
読

み
方
を
学
び
ま
す
。　
〈
日
程
〉５

月
14
日
、
６
月
11
日
、
７
月
９
日
、

８
月
６
日
、
同
27
日
、
９
月
17
日
、

10
月
15
日
、
11
月
12
日
の
い
ず
れ

も
土
曜
日
（
全
８
回
）　

午
後
２
時

〜
同
４
時　
〈
場
所
〉彦
根
城
博
物

館
（
金
亀
町
）
講
堂　
〈
定
員
〉
60
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。前
回
未

受
講
者
を
優
先
）　
〈
費
用
〉
５
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　
〈
そ
の
他
〉
申

し
込
み
は
１
人
１
通　
〈
申
込
期

限
〉
３
月
31
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）
　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根

城
博
物
館
学
芸
史
料
課（
〒
５
２
２

-

０
０
６
１　

金
亀
町
１-

１
）
☎
22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５

２
０
番　

※
往
復
は
が
き
往
信
の

裏
面
に
、
①
「『
古
文
書
の
み
か

た
』
受
講
希
望
」
②
住
所
③
氏
名

④
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
面
に

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を
そ

れ
ぞ
れ
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

彦
根
城
博
物
館

支
援
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉
彦
根
城
博
物
館
の
事
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
触
れ
あ
い

な
が
ら
、
一
緒
に
博
物
館
を
盛
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
〈
活
動

内
容
〉
①
教
育
普
及
事
業　

小
学

生
を
対
象
に
し
た
体
験
教
室
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
準

備
・
指
導
補
助
）　

②
調
査
研
究
事
業　

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
当

館
所
蔵
の
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
な
ど
の

解
読
）　

※
②
は
、
当
館
開
催
教
室

「
古
文
書
の
み
か
た
」を
受
講
し
た

人
、
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を

有
す
る
人
が
対
象
で
す
。
登
録
を

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
学
芸
史

料
課
「
古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
担
当
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
期
間
〉３
月
１
日

㈫
〜
同
18
日
㈮　
〈
そ
の
他
〉４
月

以
降
に
開
催
す
る
研
修
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
（
日
程
は
未
定
）。

両
方
の
事
業
に
登
録
す
る
こ
と
も
、

い
ず
れ
か
の
事
業
の
み
の
登
録
も

で
き
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
城
博
物
館
「
支
援
ス

タ
ッ
フ
」
係
☎
22-

６
１
０
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番

　

彦
根
藩
井
伊
家
に
伝
来
し
た
『
彦
根
藩
井

伊
家
文
書
』(

国
指
定
重
要
文
化
財)

に
は
、
江

戸
幕
府
老
中
か
ら
井
伊
家
当
主
ら
に
あ
て
た

公
文
書
で
あ
る
老
中
奉
書
が
約
５
、
０
０
０

点
残
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
全
国
的
に
も
最

大
級
で
す
。こ
の
た
び
、損
傷
の
激
し
か
っ
た

老
中
奉
書
全
点
の
修
理
が
完
了
し
、
そ
の
成

果
を
紹
介
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
修

理
工
程
を
紹
介
し
た
上
で
、
確
認
で
き
た
老

中
奉
書
の
全
容
を
基
に
江
戸
時
代
の
社
会
の

新
た
な
一
面
を
探
り
ま
す
。

内
容

▼
井
伊
家
伝
来
老
中
奉
書
の
概
要

▼
漉す

き

嵌ば
め

法
に
よ
る
老
中
奉
書
の
修
理

▼
老
中
奉
書
か
ら
見
え
て
く
る
幕
藩
関
係

日
時　

３
月
19
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
同
３
時
40
分

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
金
亀
町
）
講
堂

定
員　

50
人
（
先
着
順
）　

費
用　

２
０
０
円
（
資
料
代
）　

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博
物
館
学
芸
史
料

課
☎
22-

６
１
０
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５

２
０
番　

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

「
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
」

会
員

〈
内
容
〉博
物
館
を
よ
り
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る「
友
の
会
」に

入
会
し
て
、
歴
史
・
文
化
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。　
〈
年

会
費
〉
一
般
会
員
２
千
円
（
高
校

生
は
千
円
）、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小
・

中
学
生
）
５
０
０
円
、賛
助
会
員
１

口
以
上
（
１
口
は
１
万
円
）　
〈
入
会

特
典
〉
①
会
員
証
の
提
示
で
彦
根

城
博
物
館
の
常
設
展
、
企
画
展
・

テ
ー
マ
展
な
ど
が
観
覧
で
き
ま
す
。

②
「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」「
博
物

館
だ
よ
り
」
な
ど
が
送
付
さ
れ
ま

す
。 
③
「
友
の
会
」
主
催
の
講
演

会
や
現
地
研
修
な
ど
に
参
加
で
き

ま
す
。 
〈
会
員
期
間
〉
４
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
城
博
物
館

友
の
会
事
務
局（
中
野
さ
ん
）☎
47-

５
７
８
７
番　

※
博
物
館
受
付
に

あ
る
入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
年
会
費
を
添
え
て
受
付

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

歴
史
の
中
の
老
中
奉
書
　
～
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
保
存
修
理
の
成
果
か
ら
～

▲修理前の
老中奉書

▲修理後の老中奉書
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

3月8日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを
共有したり、情報交換などをしたりする会です。気軽に
ご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

若年認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思い
を共有したり、情報交換などをしたりする会です。気軽に
ご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

街 中 サ ロ ン
3月9日㈬、
同26日㈯

10：00～15：00

minto　㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを
話して情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで
交流しましょう。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

3月15日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

だ れ で も で きる
お口の簡単健康予防

3月19日㈯
10：00～11：30
（受付9：45～）

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
医 療 情 報 セ ン タ ー

お口をきれいにして、元気においしく暮らすための話です。
定員：40人（先着順）　　費用：100円
講師：山田剛也さん（市立病院歯科口腔外科医師）
彦根市の地域医療を守る会（川村さん）☎・FAX24-6300

ひ こ ね で 朝 市 3月20日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、
豆腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

元気21歩こう会 3月21日（月・休）
13：30～15：00

集合場所：市立図書館
（ 尾 末 町 ）

弥生の彦根城と梅林を楽しみます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

3月5日㈯、同19日㈯
①14：00～②15：00～

各２回公演
ファミリーコンサート 　 子 ど も セ ン タ ー

（ 日 夏 町 ）

早春に「彦根児童合唱団」（5日㈯）と「いなえ少年少女
合唱団」（19日㈯）による演奏会を行います。
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

3月12日㈯
10：00～11：30

市内で活躍している人形劇グループの公演です。
対象：乳幼児、保護者
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（　福祉センター前）
会 議 室

早春の草花観察会 3月19日㈯
9：00～13：00

矢 倉 川 周 辺
（ 鳥 居 本 町 ）

（鳥居本地区公民館駐車場）に8：50までに集合

早春に芽吹く植物を観察・採取し、野草を調理してこの
時期ならではの春の味覚を味わいます。
※天候により中止する場合があります。
定員：30人（先着順）　　費用：100円　
申込期間：2月29日㈪～3月11日㈮　
持ち物：筆記用具、おにぎりなどの軽食、水筒、持って
いれば剪定ばさみ・園芸用スコップ

快適環境づくりをすすめる会事務局（　生活環境課内）
　☎30-6116、FAX27-0395

豊郷病院公開セミナー
認 知 症 の 人 と の
つ き あ い 方

3月26日㈯
14：00～15：30

豊 郷 病 院
（ 豊 郷 町 八 目 ）

内科外来待合いスペース

同院認知症専門の医師がわかりやすく説明します。
講師：成田実さん（認知症疾患医療センター長）
豊郷病院地域連携室☎35-3001、FAX35-2159

市民公開講座「いざ！ あなたが自宅で家族を介護することになったら」
　あなたが自宅で介護することになったら、どんな不
安を感じますか。どんなことを望みますか。
　地域で活動する医師・看護師やケアマネジャーなど
が、医療や介護などの暮らしを支える取り組みをお伝
えします。
内容　第 1 部　講演と対談
　　　第 2 部　パネルディスカッション
日時　3 月 6 日㈰　13：30 〜 16：30
　（受付は 13：00 〜）

場所　ひこね燦ぱれす（小泉町）多目的ホール
定員　300 人（先着順）

申込先　彦根医師会 FAX26-9797
申込・問い合わせ先　訪問看護ステーションふれんず

☎ 49-2531
※電話か FAX で①代表者氏名②参加希望人数をお知

らせください。
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

　ブラジルはコーヒーの産地として知られている
ので、私はブラジルのコーヒーについて聞かれる
ことがよくあります。日本人もブラジル人もコー
ヒーが大好きな人が多いですが、コーヒーの飲み
方はかなり異なっています。今回はブラジル人の

「コーヒーのおいしい飲み方」を紹介します。
　日本では、インスタントコーヒーや缶コーヒー
を飲む人が多くいますが、ブラジルではコーヒー
はほとんどドリップ式です。ブラジルはインスタ
ントコーヒーを多く輸出している国の一つですが、
実はほとんどのブラジル人はインスタントコー
ヒーを飲む習慣がありません。そのため、多くの
ブラジルの家庭では、ドリッパーやフィルターな
どのコーヒーを入れるための器具がそろえられて
います。実際、私はブラジルで缶コーヒーを見た
ことがありませんでした。私もそうでしたが、日
本に来て、缶コーヒーに驚くブラジル人もいるよ
うです。私は、来日してから缶コーヒーを飲むよ
うになりましたが、何だか今でもコーヒーを飲ん
でいるような気がしません。
　その他、ブラジルでは「ブラック・コーヒー」

を飲む人がとても少ないです。ダイエットや健康
のために砂糖を控えめにしている人以外は、甘く
て、熱いコーヒーを好みます。日本ではコーヒー
が出来上がった後に砂糖を入れる人が多いようで
すが、ブラジルの場合はお湯を沸かしているとき
に砂糖を入れることが一般的です。そうすると、砂
糖がよく溶けて、甘いお湯でコーヒーを作ること
ができます。その甘いコーヒーを大きなコーヒー
ポットに入れて、一日中飲みます。ブラジルでは
朝食の時だけではなく、毎食後にもコーヒーをよ
く飲むので、こんな風にコーヒーを入れておいた
らいつでもすぐ飲めますし、とても便利だと考え
られています。
　最後に、日本人が一番びっくりするのは、ブラジ
ル人は冷たいコーヒーを飲まないことです。ブラ
ジルではコーヒーが冷めたらそのコーヒーを捨て
て、もう一度お湯でドリップして温かいコーヒー
を作ります。コーヒーは「必ず熱いうちに飲まな
いといけない飲み物」と考えられているので、ア
イスコーヒーという飲み物を見かけることはない
と言っても過言ではありません。
　ブラジルでのコーヒーのおいしい飲み方は日本
と色々違いますが、甘党の人ならブラジルのコー
ヒーが好きになると思います。それでは、次回の
コラムまで、“v

ヴァイ

ai u
ウ ン

m c
カ フ ェ ジ ン ヨ

afezinho a
アイ

í?”（コーヒー
はいかがですか？）。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】　

第21回  コーヒーのおいしい飲み方

ナターリャ
の部屋

びわ湖一周ロングライド２０１
６

 今年で 5 回目を迎えるサイクリングイベント「びわ
湖一周ロングライド 2016」が開催されます。
　今年の発着地は彦根市です。3 つのコースに合計約
2,000 人が全国各地から参加されます。また、大会
前日は受付を兼ねた「びわ湖サイクルフェスタ」も開
催します。湖国・近江に集まるサイクリストを暖かく
迎えてください。

びわ湖サイクルフェスタ
　トークショーや自転車試乗会などを開催します。参
加者以外も来場できます。
日時　3 月 12 日㈯　13：00 〜 17：00
　※雨天決行
場所　彦根ビューホテル（松原町）駐車場 

大会当日
日時　3 月 13 日㈰　5：30 〜
開会式会場　彦根ビューホテル駐車場
コース　
①センチュリーライドコース（北湖一周に加え、途中で

マキノ高原からメタセコイア並木を通るコース）

②ロングライドコース（琵琶湖大橋以北の北湖を一周する
コース）

③サイクルージングコース（彦根から長浜港までのサイ
クリング後、長浜港から長命寺港まで自転車を積んでのク
ルージング。その後、長命寺港から彦根まで再びサイクリ

ングするコース）

問い合わせ先　びわ湖一周ロングライド実行委員会事
務局（JTB 西日本大津支店内）☎ 077-522-4103、
FAX077-522-2941
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第231回

　
「
近
江
牛
」
や
「
高
宮
布
」
な
ど
、
産

地
や
縁
の
あ
る
地
名
を
冠
し
た
品
々
は
、

数
多
く
あ
り
ま
す
。
彦
根
の
場
合
、「
彦

根
屏
風
」
や
「
彦
根
仏
壇
」
が
そ
の
一
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
「
彦
根
」
と
い
う
地
名
を
冠

し
た
も
の
の
中
に
、「
彦ひ

こ

根ね

彫ぼ
り

」
や
「
彦ひ

こ

根ね

鐔つ
ば

」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
の
鐔
が
あ

り
ま
す
。

　

鐔
は
、
刀
装
の
一
つ
で
、
柄つ

か

と
刀
身
の

間
に
嵌は

め
る
金
具
で
す
。
柄
を
握
る
手
を

守
り
、
ま
た
刀
剣
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す

る
役
目
を
果
た
し
ま
す
。
今
日
、
私
た
ち

が
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
見
て
い
る
鐔
は
、

室
町
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
室
町
時
代
初
期
の
鐔
に
表

さ
れ
た
文
様
は
、
透
か
し
文
が
多
く
を
占

め
ま
し
た
が
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
匠
の
鐔
が
登
場
し
、
江
戸
時

代
に
は
、
種
々
の
加
飾
が
施
さ
れ
た
華
麗

な
も
の
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
の
初
め
ま
で
は
、
刀
工
や

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

師し

が
鐔
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
が
、

鐔
の
多
様
化
に
伴
い
、
鐔
師
や
鐔た

ん

工こ
う

と
呼

ば
れ
る
鐔
を
作
る
専
門
工
が
誕
生
し
ま
し

た
。
近
江
国
で
も
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
、
彦
根
を
は
じ
め
、
い
く

つ
か
の
地
域
に
鐔
師
が
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
有
名

な
の
が
、
彦
根
鐔
の
代
表
工
と
も
言
え
る

藻
柄
子
（「
も
が
ら
し
」
と
も
）
宗
典
で
す
。

　

宗
典
は
、
喜
多
川
（
河
）
姓
を
名
乗
る

18
世
紀
中
頃
の
鐔
師
で
、
京
都
の
出
身

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
宗
典
の
鐔
に
は
、

「
江
州
彦
根
住
」
や
「
江
州
彦
根
中
藪

住
」
な
ど
の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
彦
根

の
中
藪
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

写
真
１
、２
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
宗

典
の
鐔
で
す
。

　

写
真
１
は
、
水
際
に
お
け
る
武
者
と
異

形
の
者
と
の
戦
い
を
主
題
と
し
た
も
の
で

す
。
写
真
に
写
る
の
は
鐔
の
表
面
で
、
23

人
の
人
物
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
鐔
の
直

径
は
８
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
限

ら
れ
た
画
面
の
中
に
、
人
物
の
ほ
か
、
松

や
舟
、
波
を
高
く
彫
り
出
し
、
平
面
に
は
、

無
数
の
小
さ
な
粒
を
鏨た

が
ね

で
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
と
は
異
な
る
金
属
を

象ぞ
う

嵌が
ん

あ
る
い
は
焼や

き

付つ
け

し
、
色
彩
に
変
化
を

出
す
色い

ろ

絵え

が
各
所
に
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
精
緻
な
細
工
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　

写
真
１
の
鐔
に
見
ら
れ
る
技
法
は
、
宗

典
が
得
意
と
し
た
も
の
で
、
宗
典
の
活
動

時
期
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
集
さ
れ
た
刀
装

具
の
職
人
を
取
り
上
げ
た
本
で
は
、
こ
の

技
法
を
「
彦
根
彫
」
と
称
し
、
創
始
者
を

宗
典
と
し
て
い
ま
す
。

　

宗
典
の
卓
越
し
た
技
巧
と
と
も
に
、
金

属
の
巧
み
な
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
の

が
、
写
真
２
の
作
品
で
す
。

　

写
真
２
は
、
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
に
６
種
ず

つ
干え

支と

の
動
物
を
彫
る
鐔
で
、
写
真
１
の

鐔
に
比
べ
、
シ
ン
プ
ル
な
構
図
が
特
徴
で

す
。
一
見
す
る
と
、
地
面
と
動
物
と
の
高

さ
に
、
あ
ま
り
差
が
な
い
よ
う
に
も
見
え

ま
す
が
、
側
面
か
ら
見
る
と
、
そ
の
差
は

明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
鐔
の
右
下
部
分
に

彫
ら
れ
た
牛
の
斑
文
様
に
は
複
数
の
金
属

が
あ
し
ら
わ
れ
、
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高た
か

彫ぼ
り

や
色
絵
を
多
用
し
た
宗
典
の
鐔
は
、

人
気
を
博
し
、
そ
の
技
法
や
構
図
を
模
し

た
作
品
が
数
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。
従
来
、

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
宗

典
や
宗
典
風
の
鐔
で
す
が
、
今
後
、
検
討

を
重
ね
、
将
来
的
に
は
種
々
様
々
な
作
品

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

古
幡
昇
子
）

234

鐔つ

ば

師し 

藻そ

う

柄へ

い

子し

宗そ

う

典て

ん

　
―
彦
根
の
鐔
師
―

写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
近
江

ゆ
か
り
の
工
匠
―
刀
工
・
鐔
師
・
鉄

砲
鍛
冶
―
」
で
３
月
11
日
㈮
か
ら
４

月
12
日
㈫
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す

（
期
間
中
無
休
）。

▲写真 2：十二支図鐔

▲写真 1：武者合戦図鐔
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チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

特
別
公
開

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

テ

ー

マ

展

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者のチケットはひ
こね市文化プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

◎託児は、子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込
みください。

指定 指定

【3月12日㈯9：00発売】
一　般1,000円、学生500円、高齢者・障害者850円

【3月5日㈯9：00発売】
友の会800円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。

【3月27日㈰9：00発売】
一　般7,500円

【発売中】
友の会7,500円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。

5月22日㈰ 14：00　グランドホール
ひこね市文化プラザ開館20周年記念事業
ひこね市民大学特別講座

養老孟司　講演会

6月12日㈰ 14：00／18：00　グランドホール

氷川きよし コンサートツアー2016
～日本全国　歌の渡り鳥！～

2003 年に出版した『バカの
壁』（新潮社）は同年、ベス
トセラー第 1 位になり、毎日
出版文化賞特別賞を受賞、さ
らに題名の「バカの壁」は新
語・流行語大賞を受賞した。
テレビ出演や講演会などを積
極的にこなしている。特に、
現代の若者に対する生き方の
アドバイスは、多くの感動を
呼び起こしている。

情
熱
を
込
め
た
高
い
歌
唱
力
と

シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
た
演
出
で

観
客
を
魅
了
す
る
ス
テ
ー
ジ
!!

ギャラリートーク 　
3月12日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

湖東焼の絵付師床山玉侊(
とこやまぎょっこう)の作品。細
かな文様を丁寧に描き込んだ
優品で、中国の高僧慧遠(えお
ん)が友人の陶淵明(とうえん
めい)と陸修静(りくしゅうせい)
を虎渓橋で見送る際に大笑い
したという「虎渓(こけい)三笑(
さんしょう)」の故事を表してい
ます。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に80点あまりを
展示しています。

3月8日㈫まで　
「弥千代の雛と婚礼調度」

3月11日㈮～4月12日㈫　
「近江ゆかりの工匠ー刀工・鐔師・鉄砲鍛冶ー」

-常設展示の名品-

3月の休館日　7日㈪、14日㈪、22日㈫、28日㈪

　井伊直弼の愛娘（まなむすめ）弥千代（やちよ）の雛（ひな）
と 85件に及ぶ大揃いの雛道具を、弥千代の婚礼調度とともに
公開します。

　近江の地では、古くから刀や鉄砲の工人が活躍してきました。
中には、彦根を拠点に活動し、全国的に名を知られた名工もい
ます。本展では、館蔵品の中から、近江ゆかりの工匠が制作し
た刀や鐔、鉄砲などの武具を、江戸時代の作品を中心に紹介し
ます。

た く み つば 3月10日㈭～4月12日㈫ 

赤絵虎渓三笑文六角徳利
あか けい さんしょう もん ろっ かく とっ くりえ こ

し

▲刀  銘
　下総大掾藤原兼正（しもうさだいじょうふじわらかねまさ）

3月9日㈬、同10日㈭は、展示替えのため一部を閉室します。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
利
用
し
た
悪
質
な
メ
ー
ル

が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
。　

う
っ
か
り
記
載
さ
れ
て
い

る
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、ウ
ィ
ル
ス
感
染
や
別

の
サ
イ
ト
に
誘
わ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
【
緊
急
・
重
要
】
と
か
た
っ
た
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

き
て
も
、自
分
の
家
族
や
友
人
な
ど
発
信
者
が
明
ら
か

な
も
の
を
除
き
、開
封
し
な
い
で
削
除
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。記
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ

ス
に
も
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、相
手
に
連
絡
を
取
っ
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
「
通
知
カ
ー
ド
」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８
（
無
料
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。少
し
で
も
不
安
に
な
っ
た
り

困
っ
た
時
に
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-
６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
同
４
時
15
分
）

※
今
後
の
相
談
に
役
立
て
る
た
め
、
相
談
受
付
時

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

職
業
な
ど
の
個
人
情
報
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

局
番
な
し
の
「
１い

や

や
８
８
」

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
案
内
に
従
っ
て
、
居
住
地
の
郵

便
番
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
最
寄
り
の
相

談
窓
口
に
電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
会
社
の
依
頼
を
受
け
て
連
絡
し
て
い

る
と
い
う
知
ら
な
い
サ
イ
ト
か
ら
、
次
の
よ
う
な

メ
ー
ル
が
届
い
た
。「
あ
な
た
が
以
前
利
用
し
た
有

料
サ
イ
ト
の
月
額
料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
悪
質
な
消
費
者
リ
ス

ト
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
24
時
間
以
内
に
連
絡
が

な
い
場
合
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
手
続
き
に
移

行
さ
れ
ま
す
。
当
サ
イ
ト
が
未
払
金
解
決
の
代
行

を
し
ま
す
の
で
、
下
記
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
内
容
だ
っ
た
。

　

記
載
さ
れ
て
い
た
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク

セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、「
契
約
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

24
時
間
以
内
に
連
絡
す
る
よ
う
に
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
放
置
す
る
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
や
マ
イ
ホ
ー
ム
の

購
入
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

変
更
し
て
も
あ
な
た
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
。

第8
6回

【
緊
急
】
メ
ー
ル　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
で
差
し
押
さ
え
？

最
近
の
相
談
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す

蛍
光
管

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
蛍
光

管
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た

め
分
別
回
収
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
回
収
さ
れ
た
蛍
光
管
は
、

民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
運

ん
で
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
は
、
ま

ず
集
め
ら
れ
た
蛍
光
管
を
破
砕

し
て
、
口
金
と
ガ
ラ
ス
に
選
別

し
ま
す
。

　

選
別
さ
れ
た
口
金
は
ア
ル
ミ

原
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

ま
す
。ガ
ラ
ス
は
洗
浄
し
た
後
、

住
宅
用
の
断
熱
材
や
セ
メ
ン
ト

原
料
に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
蛍
光
管
に
は
、
レ
ア

ア
ー
ス
を
含
む
「
蛍
光
粉
」
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
蛍

光
粉
」
も
回
収
し
、
レ
ア
ア
ー

ス
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
ま
す
。

廃
食
用
油

　

廃
食
用
油
は
、
公
共
施
設
な

ど
に
設
置
し
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス

で
回
収
し
て
い
ま
す
。
回
収
し

た
廃
食
用
油
は
、
民
間
の
施
設

で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は

軽
油
の
代
わ
り
に
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
自
動
車
な
ど
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
の
燃
料
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
で
は
廃
食
用
油
に

薬
品
な
ど
を
混
ぜ
て
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
５
％
含
む

軽
油
を
ご
み
収
集
車
に
使
用
し

て
い
る
ほ
か
、
１
０
０
％
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
使
用
し

た
重
機
な
ど
も
、
ご
み
の
中
間

処
理
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

家
か
ら
出
た
ご
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
（
第
３
回
）

▲バイオディーゼル燃料を含
む軽油を使用しているごみ
収集車
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出
番
あ
り
ま
す
　
居
場
所
も
あ
り
ま
す

　
　-

ウ
チ
ら
の
町
の
老
人
ク
ラ
ブ-                                                                                                                         

　

５
人
に
１
人
。
こ
れ
が
彦
根
市
の
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）
人
口
の
割
合
で
す
。
過
度
の
高
齢
化
が
問
題
と

な
る
一
方
、
地
域
の
力
と
な
る
高
齢
者
も
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
地
域
で
活
動
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
で
す
。

　

今
号
か
ら
連
載
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
や

そ
の
意
義
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

彦
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

市
内
の
、
主
に
自
治
会
を
基
盤

と
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
合
体
が

「
彦
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

で
す
。
同
連
合
会
で
は
、
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援
や
地
域
社

会
を
良
く
す
る
た
め
の
活
動
な
ど
、

多
彩
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
開
出
今
町　

中

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
23-

１
５
０
６
番

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
や
ら
な
い
よ
う
な
も
の
を

彦
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
取
り
組
み

彦
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
長　

郷ご
う

野の　

智
恵
子
さ
ん

　
「
手
ま
り
教
室
」
は
連
合
会
が

行
っ
て
い
る
手
芸
教
室
で
す
。
平

成
27
年
は
３
回
開
催
し
、「
和
布

壁
飾
り
」
と
「
あ
ん
ど
ん
」、「
指

編
み
簡
単
シ
ョ
ー
ル
」
を
作
り
ま

し
た
。
手
ま
り
教
室
は
受
講
し
た

人
に
、
作
り
方
な
ど
を
地
域
で
広

め
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
シ
ョ
ー
ル
は
、
道
具
を
使

わ
ず
に
30
分
程
で
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
が
、
近
年
、
稀
に

見
る
大
ヒ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

連
合
会
の
事
務
所
に
は
、
材
料
の

購
入
や
講
師
紹
介
の
依
頼
が
多
く

の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

し
ば
ら
く
ブ
ー
ム
は
続
き
そ
う

で
、
28
年
度
の
手
ま
り
教
室
で
は
、

少
し
作
り
方
を
変
え
た
も
の
を
制

作
す
る
予
定
で
す
。
連
合
会
で
は
、

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
や
ら
な

い
よ
う
な
こ
と
を
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
後
日
、
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
て
く
だ
さ
い
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
や
っ

て
み
た
ら
楽
し
い
も
の
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
つ
な
が
り
も
で

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

輪
わ

で　話
わ

を　和
わ

を！
　彦根市内の老人クラブでは、数年前から輪投げが流行して
います。ただの輪投げではなく、ルールに従って得点が決ま
る「競技」です。
　彦根市老人クラブ連合会では「輪で　話を　和を！」を合
言葉に、９年前から「ワナゲ大会」を開催しています。昨年
7 月に開催された第 9 回ワナゲ大会 で
は、大会史上初となるパーフェク
ト賞（全てのポールに輪が入る）と
優勝の 2 冠を達成した人が現れ
ました。それが、写真で輪を投
げている北川重和さん（城北学
区）です。北川さんは、地域
の老人クラブで
練 習 を 重 ね て
きたとのこと
です。

　

次
回
は
、「
地
域
で
活

動
さ
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ

ブ
」
と
「
そ
も
そ
も
老
人
ク

ラ
ブ
と
は
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

次
回
掲

載
は
広
報

ひ
こ
ね
４

月
１
日
号

の
予
定
で

す
。

▶︎
制
作
し
た
シ
ョ
ー
ル
を
身
に
つ
け
る

　

郷
野
さ
ん
。

▲てまり教室でショールを作る
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こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
、
火
災
予
防

の
知
識
を
高
め
、
尊
い
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
防
火
の
正
し
い
知
識

や
技
能
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

▼
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。　

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

全
国
山
火
事
予
防
運
動

　

春
に
な
る
と
登
山
な
ど
で
、

山
に
入
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　

彦
根
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内
（
彦

根
市
と
犬
上
郡
）
で
発
生
し
た
火
災
・
救

助
・
救
急
事
故
状
況
を
統
計
に
ま
と
め
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

火
災
概
要

　

平
成
27
年
中
に
発
生
し
た
火
災
は

43
件
で
す
（
表
１
）。
火
災
の
内
訳
は
、

「
建
物
火
災
」
が
20
件
、「
車
両
火

災
」
が
６
件
、「
そ
の
他
の
火
災
」
が

17
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
構
成
比
は
、「
建
物
火
災
」
が
47
％
、

次
い
で
「
そ
の
他
の
火
災
」
が
40
％
と

建
物
火
災
が
全
件
数
の
約
５
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
火
原
因
は
、
第
１
位
が

「
放
火
」、
第
２
位
が
「
た
ば
こ
」、
第

３
位
が
「
こ
ん
ろ
」
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

例
年
、「
放
火
」
と
「
放
火
の
疑

い
」
が
火
災
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
協
力
体
制
を
構
築
し
、
放
火
さ

れ
に
く
い
地
域
環
境
を
つ
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　

救
助
・
救
急
概
要

　

平
成
27
年
中
の
救
助
出
場
件
数
は
50

件
で
す
（
表
２
）。
救
助
出
場
の
内
訳
は
、

「
交
通
事
故
」
27
件
、
次
い
で
「
そ
の

他
の
事
故
」
13
件
、「
機
械
事
故
」
５

件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
出
場
件
数
は
５
、

７
９
３
件
で
、
こ
れ
は
１
日
あ
た
り
約

16
件
出
場
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表

３
）。

　

事
故
や
病
気
で
、
い
つ
救
急
車
が
必

要
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
尊
い
命

を
救
う
た
め
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
〜
同
７
日
）

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
に

は
枯
葉
や
枯
草
が
多
い
た
め
、
山
火
事

発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
、
枯
草
な
ど
の
あ

る
場
所
や
、
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に

は
、
た
き
火
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
必
ず
消
し
て
、

投
げ
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
中

火
災
・
救
助
・
救
急
事
案

の
発
生
状
況

備えよう住宅火災警報器　　10 年たったら取り替えましょう！
※平成 23年６月以降、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられています。
※機器が古くなると火災を検知しなくなることがあります。

消防団員　募集中
　彦根市消防団では、団員を
募集しています。詳細は、広
報ひこね 3 月１日号と同時
に配布している「我が街を守
る消防団」をご覧ください。

▶︎
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
彦
根
防
火
保
安
協
会
会
長
賞
を
受

賞
し
た
辻
穂
香
さ
ん(

甲
良
中
学
校
２
年
）
の
作
品
を
基
に
作
ら
れ

た
春
の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

表1　火災
出火件数 43件

20件　建物火災
0件　林野火災
6件　車両火災

17件　その他
第1位　放火（疑い含む）

第2位　たばこ
第3位　こんろ

2人死者
7人負傷者

出
火
原
因

表2　救助
出場件数 50件

1件　建物火災
27件　交通事故
4件　水難事故
5件　機械事故

13件　その他

表3　救急
出場件数 5,793件

3,877件　急病
812件　一般負傷
660件　交通事故
66件　自損行為

378件　その他

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427
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片
瀬　

蒼そ
う

祐す
け

ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）

富
田　

善よ
し

治は
る

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

川
村　

楓
か
え
で

ち
ゃ
ん

（
薩
摩
町
）

☆春を迎えるためのダイエットレッスン☆
冬場についた脂肪を落としたい人は、この

機会に日頃の食生活を見直してみませんか。
日時　3月7日㈪ 
　　　9：00 〜、10：30 〜〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな

栄養相談を受け付けています。

栄 養 相 談

高齢者・障がい者なんでも相談会 in 湖東地域

日時　3 月 5 日㈯　13：30 〜 16：30（受付は 16：00 まで）

場所　彦根市福祉センター（平田町）
対象　①高齢者・障害者とその家族　②高齢者や障害者を支援し

ている関係者
内容　生活で困っていることや将来の不安について専門職（弁護

士、司法書士、社会福祉士、行政書士など）が相談に応じます。
一度の相談で、複数の専門職に相談することもできます。

問い合わせ先　彦根市社会福祉協議会☎ 22-2821、FAX22-
2841

次のような相談ができます
▶︎借金で生活が苦しい。
▶︎私の死後、土地などの相続をどうし

よう。
▶︎離れて暮らす親の老後が心配です。
▶︎障害のある子は親が年老いたあと、ど

うやって生きていけば良いでしょう。

予約不要相談無料

　今季のインフルエンザは、例年より遅れて、1 月を過
ぎたあたりから感染が広がり、現在、彦根市でも患者数
が増加しています。
　インフルエンザは気温が低く乾燥した 3 月も流行す
るため、引き続き注意が必要です。
　インフルエンザの感染力は非常に強く、かかると重症
化することもあります。予防法を知ってインフルエンザ
から身を守りましょう。

インフルエンザの症状
▶︎38 度以上の発熱
▶︎せき、喉の痛み
▶︎全身のだるさや関節の痛みなどの全身症状

かからない・うつさないために
▶︎できるだけ人混みを避け、外から帰ったら、手洗い・

うがいをしましょう。
▶︎せきが出る時は、マスクを着けて、せきのエチケット

（※）を守りましょう。
▶︎適度な温度・湿度を保ち、栄養と休養を十分にとりま

しょう。
▶︎かかったなと思ったら、早めに医療機関を受診しま

しょう。

注意！ インフルエンザ が 流行 しています

※せきのエチケット
①マスクをする ②せきやくしゃみを

他人にむけない
③口を押さえた手
はすぐに洗う
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通
巻
第
1
3
5
0
号

（
平
成
2
8
年
3
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は

5
0
,8
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（

１
円
未
満
切
り
捨
て
）で

す
。た

だ
し
、原

稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね
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表
紙
の
写
真

人口と世帯数
　　　　　　平成28年2 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,818 人 
　 55,687 人

57,131 人
45,983 世帯 

（＋ 32）
（＋ 16）
（＋ 16）
（＋ 42）

講師　玉木幸則さん（社会福
祉法人西宮市社会福祉協議会　
障害者総合相談支援センターに
しのみやセンター長）

子どもの自立に向けて
　～納得・爆笑・ときどき涙～

一人ひとりが
　　自分らしく生きられる社会に

　発達に課題がある子どもが自立していく姿。そこには、たくさんの
思い出とともに子どもと家族の成長、そして人としての生き方を考え
させてくれるストーリーがいっぱい。
　共感できる内容がギュッとつまった講演です。
講師　高阪正枝さん
　（自閉症の子育てマンガ＆エッセイ「イケイケ、パニッカー」著者）

　障害のある人への理解を深めること
で、障害の有無にかかわらず、誰もが
お互いに人格と個性を尊重し支え合う
「共生社会」の実現を目的とした講演
会です。
※手話通訳、要約筆記があります。

日時　3月23日㈬　14：00～15：30
場所　障害者福祉センター（平田町）
定員　70人（先着順）
費用　無料
申込期間　3月1日㈫～同18日㈮
申込・問い合わせ先　
　　発達支援室☎26-8282、FAX26-1767
　※電話か FAXで申し込んでください。

日時　3月27日㈰　13：30～16：00　（開場は12：30）
場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）２階　ビバシティホール
定員　250人（先着順）
費用　無料
問い合わせ先　　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767
※申込は不要です。直接、会場にお越しください。
※12：30から同会場で、障害者団体などによる活動紹介
の展示やお菓子・小物などの販売があります。

出展：クリエイツかもがわ
　　　「イケイケ、パニッカー 1・2（旅立ち編）」

地
域
の
宝
を
学
習
に
生
か
す

　

４
年
生
の
「
彦
根
城
ち
び
っ
こ
ガ

イ
ド
」
は
観
光
客
に
と
て
も
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
彦
根
を
大

事
に
思
う
大
人
の
生
き
方
に
接
す
る

の
は
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に
は

地
域
の
宝
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い

を
も
ち
、
そ
の
た
め
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

城西小学校
　校長
　　大澤　厚美


